
 

 

 

 

 
          
 

北斗市立大野小学校 校長 本庄伯幸 
 
 ２０２４年も残すところあと数日となりました。 

 保護者の皆様、地域の皆様にとって今年はどんな年だったでしょう？ 

 今年もうまくいったこと、うまくいかなかったこと、そんな一日一日を

積み重ねて２０２４年という年が皆様方それぞれの歴史に刻まれていく

ものと思います。 

 先日、発表された今年の「 新語「 流行語大賞」は「 ふてほど」で、ネッ

トなどでは「 そんなに流行した？」 ふてほど、いまはじめてききました」 

などの声も多かったように思います。 

 この ふてほど」のもとになった TV ドラマ 不適切にもほどがある」

は私も大変面白く観ていました。 

 昭和４１年生まれの私はまさにこの ふてほど」世代です。 

 ドラマに描かれたような青春時代、学校生活を送ってきましたので、 昭

和」は私の歴史の大きな部分を占めていると思っています。 

 最近動画アプリなどには、若い人たちが「 昭和歌謡」を唄う動画が毎日

ｕｐされています。 

 聴いている私は心が揺さぶられるのと同時に、 昭和の歌詞やメロディ

ー」が若者にも刺さるのかなと、勝手に共感しあえたような気持になって

くることもあります。 

 「 価値観」や「 ものの考え方や見方」はその人その人が毎日生きて積み

重ねてきた歴史や環境によって大きく変わります。 

  ふてほど」時代は、日本が国を挙げて経済成長を目指していた時代。 

 みんなが日々変わっていく世の中を実感しながら、日本人持ち前の「 勤

勉さ」で 幸福」を追っていた時代。 

 ほんの少しずつ「 豊かさ」を実感しだし、 自由」を謳歌し始めた時代

です。 

 令和は我が国が成熟し、 自由」が当たり前になり、さらに 多様性」

が尊重される時代。 

 おのずとそこに育まれる 価値観」は違ってきます。 
 

 12 月 23 日、2学期 86日間の学校での学びを終えて、冬休みに入りまし

た。 

 毎年子どもには話すのですが、冬休みには新しい年「 2025 年）を迎えま

す。 

 そのような機会に、目標を立てることは大切です。 

 2025 年の 12 月 31 日にどんな自分になっていたいかを想像してみてく

ださい。 

 お家の人みんなでそんな話ができたら素晴らしいと思います。 
 

 2024 年の教育活動をすべて終えることができました。 

 保護者の皆様と地域の皆様のご理解とご支援のおかげです。 

 心より感謝申し上げます。 

 ただ、私たちは今なお、災害の被害に生活を奪われている人、戦火の中

で不安に震えている人たちがいることも忘れてはならないと思います。 

 保護者の皆様、地域の皆様、本校にかかわるすべての皆様はもとより、

この星の全ての皆様が明るく希望に満ちた２０２５年をお迎えできます

ようご祈念申し上げます。 

 どうぞ、よいお年を 
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おおひのもり 
 

【重点教育目標】 

「自ら学び続ける子の育成」 
 

日・曜日 １月の行事予定 

１ 水 元旦 学校閉庁日 

２ 木 学校閉庁日 

３ 金 学校閉庁日 

４ 土  

５ 日 新年交礼会 

６ 月  

７ 火  

８ 水 北斗消防出初式 

９ 木  

10 金  

11 土  

12 日 二十歳を祝う会 

13 月 成人の日 

14 火  

15 水  

16 木  

17 金 
第 3 学期始業式  

４時間授業 給食なし 

18 土  

19 日  

20 月 給食開始 

21 火 ALT34 年 街頭指導 D 

22 水 
ALT56 年 全校集会 

フッ化物洗口 

23 木 

5 時間授業: CRT 検査

（2～5 年） 

市 P 連理事会③18:00～ 

24 金 
委員会活動⑪  

英検（大野中） 

25 土  

26 日  

27 月  

28 火 ALT34 年 

29 水 
ALT56 年 フッ化物洗

口 

30 木 
4 時間授業 新 1 年 1

日入学保護者説明会 

31 金 街頭指導 E 

 

 学校ホームページ：https://hokuto.ed.jp/oono-syo/ 



  

 

 

  

  

  

 

 

 １１月３０日「 土）は、土曜授業がありました。この日はこの冬初め

て雪が積もった日でした。 

 玄関前に積もった雪を野呂主幹教諭が片づけていると、子どもたちが

いっしょに雪かきをしてくれました。はじめに雪かきに協力してくれた

子たちのおかげで他の子も雪かきに加わり、みんなで雪かきをしてくれ

ました。おかげで８時ころには大方の雪が片付いていました。 

  

 雪かきをしてくれた子どもたちに、感謝の気持ちを伝えたところ、み

んな気持ちのいい返事をしてくれました。 

 みんなのために働く子どもたちの姿は輝いていました。これからも子

どもたちの素敵なところを見つけていきます。 

 

 １２月１２日「 木）は学校評議員会がありました。評議員で、北斗市

老人クラブ連合会女性部に所属している中村佳津子様より大野小学校

へ雑巾の寄付があり、今回の評議員会の機会に贈呈式を行いました。６

年生の田中来歩さん、吉田幸矢さん、畠山蓮さんが校長室で雑巾を受け

取り、感謝の気持ちを伝えました。 

 このように様々な方々から学校は支えていただいております。今後も

期待に応えるように子どもたちを成長させてまいります。 

 １２月は様々な外部講師の方が来校し、それぞれの専門分野の内容につ

いての授業が多い月でしたので紹介いたします。 

 

 １）５日 ６年生 総合的な学習 伊藤動物病院 院長先生 

 伊藤院長からは、 どうしてこの職業についたか」 これからどのよう

な考えをもってすごしていったらいいか」というキャリア教育に関わるお

話をしていただきました。６年生の今後の生き方について参考になったの

ではないでしょうか。 

 ２）６日 ５年生思春期教室 市役所子育て支援課のみなさん 

 思春期教室では、赤ちゃんのお世話の仕方や妊娠中のお母さんの疑似体

験などをして、赤ちゃんのお世話のしかたや妊婦さんの大変さについて学

ぶことができました。 

 ３）１６日 ５年生非行防止教室 函館中央警察署 

 非行防止教室では、スマートフォンの使い方などについて学びました。

警察の方は、多くの事件を扱っているので、重大な事件につながる様々な

事例を題材に絶対にしてはいけないことなどを具体的に教えてくれまし

た。 

 ４）１６日 ６年生薬物乱用防止教室 函館中央警察署 

 ５年生の非行防止教室の後に、薬物乱用防止教室が行われました。写真

見せて、薬物を乱用するとどうなるかというのをこちらも具体的に教えて

いただきました。 

 

 これらの外部講師の方から学ぶことのよさは、専門性があるからこそ、

具体的な説明があるということです。子どもたちも真剣に話を聞いていま

した。今後も外部講師の方を招いた授業を通して、自ら考える力を育てて

いきます。 


